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１．趣　旨
　3月11日に起きた東日本大震災は、津波、地震、原発事故によって広範囲の地域と人々へ未曾有の被害を与えました。現在、全国各地で復興支援の動きが広がっています。

　被災地では災害ボランティアセンターの設置がすすみ、県外からの参加を求めるところも少しずつ増えてきました。被災された方々に寄り添って、その生活課題に取り組み、復興につなげていくために、市民によるボランティア活動はとても大切です。そして、ボランティアの共感力と自主性を高め、その力が発揮されるには、サポートを担うボランティア・コーディネーターの役割が重要となります。

　この「つどい」では、支援したい人々の思いが、被災された方々のニーズとすれ違うことのないよう「被災者主体」を深く理解し、災害時のボランティア・コーディネーションに必要な視点やノウハウを確認します。また、既に支援に入ったボランティア・コーディネーターの経験と、それそれが持つ情報を交換しながら被災地（者）主体の支援を考えていきます。
２．主　催　　社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会（沖縄県ボランティア・市民活動支援センター）
３．共　催　　特定非営利活動法人　日本ボランティアコーディネーター協会
４．日　時　　平成２３年５月１３日（金）１３：３０～１６：３０（１３：００～受付）

　　場　所　　沖縄県総合福祉センター　東棟５階　５０１教室　（那覇市首里石嶺町4－373－1）
５．定　員　　８０名　（先着順。定員に達し次第締め切ります）

６．参加費　　一人　１，０００円　（税込み）　　※参加費は当日お支払ください。
７．対　象　・社会福祉協議会、ＮＰＯ/ＮＧＯ等の被災者支援とボランティアコーディネーションに関わる人
　　　　　　・組織的（行政、JC・企業を含）に被災者支援とボランティアコーディネーションに関わる人
８．基調報告・コーディネーター ：長谷部 治さん（神戸市社会福祉協議会　日本ボランティアコーディネータ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー協会理事、災害ボランティア活動支援プロジェクト会議）
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９．日　程・内  容

　　13:00　13:30  　　　 　　　　　14:30 　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　16：10　　　16:30 
	受
付
	【基調報告】

○長谷部治さん

『被災者（地）主体の災害VCとは、東日本大震災の支援より』
	【活動報告・意見交換】

　○宮道喜一さん　○稲垣暁さん　○仲村辰彦さん　

　○西智子さん　　他災害ボラセン支援に関わった人
　※会場からの意見や質問にも答えながら、

　　意見交換を深めていきます。
	【これからの

支援のあり方】
○長谷部治
　　　　さん




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※適宜休憩を取ります。なお内容や時間に若干変更があることもあります。
【現地活動報告者】
	●宮道喜一さん（NPO法人まちなか研究所わくわく理事）
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　災害ボランティア支援プロジェクト会議の一員として、4月の初旬の1週間、福島県災害ボランティアセンターに入りました。市町村災害ボラセ
ンの物資調達コーディネートや情報
収集と発信などの後方支援に携わり
ました。被災地の社会福祉協議会や
NPOと外からの支援者の協働につ
いて報告します。
	●稲垣　暁さん（沖縄大学地域研修所　特別研究員）
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　沖縄大学の学生たちと、4月下旬より岩手県大槌町を中心としてボランティア活動を行う。大学生の思いや活動をどう被災者支援につなげていくのか。阪神・淡路大震災の被災当事者であり、地元のボ
ランティア活動や高齢者支援に関
わった経験を踏まえ、被災地支援
やボランティアコーディネーショ
ンのあり方について報告します。

	●仲村辰彦さん（八重瀬町社協　ソーシャルワーカー）
　4月下旬に福島県田村市町村災害ボラセンで、ボランティア・コーディネート業務のサポートを行いました。避難所でボランティア活動していた方が、災害ボラセンのスタッフとなりコーディネーターという人材に育っていく…。長期的な生活支援とボラセンの方向性を考えさせられました。また社協は災害時にどう組
織をあげて取り組むべきか。地域福祉を
担う社協だからできること、行政や他団
体と連携した地域支援について考えます。
	●西智子さん（沖縄県ボランティア・市民活動支援センター）
　沖縄県内で災害ボランティア活動に関する情報の提供や相談を行うとともに、4月中旬に福島県内市町村災害ボラセンの支援を行う。ボランティアの共感や寄り添う気持ちが、被災された方を支えニーズ
を汲み取る力になることを実感。ボ
ランティアだからこその支援と、被
災者や地元が復興の主人公であるた
めのボランティア・コーディネーシ
ョンについて報告します。


★ボランティア・コーディネーターとは、市民が社会的な活動に参加することを促進し支える専門スタッフのこと


１０．申込方法　
　・申込書に記載しボラセンにＦＡＸ、E-Mailでお申し込みください。
　・参加申込書は県ボラセンホームページhttp://volunchu.net/からもダウンロードできます。

　・参加費は当日お支払ください。なお、先着順で申込みを受け付けますので、締切日を過ぎてのキャンセ

　　ルについては参加費をご負担いただきます。必ずご連絡ください。

　　【締切日】　平成23年５月１１日（火）
　　　　　　　　　

１２．その他

　・　お茶を準備いたします。どうぞマイカップをご持参ください。
　・　駐車場が限られているため、公共交通機関及び乗り合わせてのご来場をお願いします。
　・　個人情報の取り扱いについて、「参加申込書」に記載された個人情報は、当研修会の運営管理の目的
　　　にのみ利用させていただきます。なお、当研修会で配布する名簿にお名前と団体名、アンケートの内

　　　容を掲載いたします。
１３．申込み及び問合せ先

　　　社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会　沖縄県ボランティア・市民活動支援センター

　　　　〒903‐8603　那覇市首里石嶺町４－３７３－１　（担当：西、新屋）
　　　　電話：０９８－８８４－４５４８、ＦＡＸ：０９８－８８４－４５４５　

　　　　E-Mail：vol＠okishakyo.or.jp　　HP「ボランチュねっと」　http://volunchu.net/
==========================================【県ボラセンＦＡＸ：０９８－８８４-４５４５】============

（ ５月１１日締切 ）　FAX送信後は電話などで着信をご確認ください
 ★　申込書　：　　　　　　　
	■団体名：

	■Tel：　　　　　　　　　　

　Fax：

　e-mail:

	■お名前

　　　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	■講座に期待すること・学びたいことを教えてください。



★参考：定義　「一人ひとりが社会を構成する重要な一員であることを自覚し、主体的・自発的に社会のさまざまな課題やテーマに取り組む」というボランティア活動の意義を認め、その活動のプロセスで多様な人や組織が相互に対等な関係でつながり、新たな力を生み出せるように調整することで、一人ひとりが市民社会づくりに参加することを可能にするというボランティアコーディネーションの役割を仕事として担っている人材（スタッフ）　※日本ボランティアコーディネーター協会の定義より引用





【プロフィール】　1973年生まれ。1995年1月阪神・淡路大震災時、鹿児島県経済大学から震災救援ボランティアとして、神戸市長田区の災害ボランティアセンター運営に携わる。1996年4月、長田区社会福祉協議会に就職し、以降は社協職員として阪神・淡路大震災以降の復興の


街づくりに関わりつつ、各地での災害発生時には被災地支援に


赴き、災害ボランティアセンターの運営支援を行っている。


　東日本大震災では、発災直後に『災害ボランティア活動支援


プロジェクト会議』のメンバーとして被災地に赴き、広域かつ


深刻な被害の状況を視察。現在は、福島県災害ボランティアセ


ンターを拠点に現地のメンバー、そして全国からの応援メンバ


ーとともに、被災者支援の活動を展開している。





　被災者主体の災害ボランティア・コーディネーションを考える


つどいin沖縄
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★被災地の外では…


　コーディネーターの役割としては、組織やネットワークに所属し、その組織のメンバーやボランティア志願者に対し被災地支援に必要な情報や活動の心得を説明して被災地に送り出すとともに、被災地のニーズを踏まえた後方支援の活動を担う。





　★災害時には…


　被災地などに作られる災害ボランティアセンターや生活拠点などで、被災者の思いや要望、困りごとなどを丁寧に聴き取り、本当に必要としているニーズを掘り起こし、ボランティア活動希望者に正確に伝え、被災者支援の活動に結びつける役割を果たす。
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